
　
厚
生
労
働

省
は
、
11
月

30
日
を
〝
い

い
看
取
り
・

看
取
ら
れ
〞
と
語
呂
合
わ
せ
で

「
人
生
会
議
の
日
」
と
定
め
、

人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
や
ケ

ア
を
考
え
る
日
と
し
て
い
る
。

我
が
国
の
高
齢
化
率
は
29
％
を

超
え
、
人
生
の
最
終
段
階
に
あ

る
人
が
増
加
、
認
知
症
な
ど
で

意
思
決
定
能
力
が
十
分
で
な
い

人
も
増
加
し
、
終
末
期
で
は
約

7
割
の
人
が
決
定
能
力
が
十
分

で
は
な
い
と
さ
れ
る
▼
し
た

が
っ
て
決
定
能
力
が
十
分
で
な

く
な
っ
て
も
、
本
人
の
意
向
を

尊
重
し
た
医
療
・
ケ
ア
を
提
供

し
う
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
前
も
っ
て
の

計
画
）
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
理
に
か
な
っ
て
い
る
▼
し
か

し
な
が
ら
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
認
知
が

広
が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
2
0
2
3
年
12
月
の
厚
労

省
の
調
査
で
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
よ
く

知
っ
て
い
る
人
は
一
般
国
民
の

5
・
9
％
に
過
ぎ
ず
、
医
師
や

看
護
師
で
す
ら
46
％
弱
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
個
人

の
自
律
性
が
高
い
欧
米
に
端
を

発
し
て
い
る
。
家
族
中
心
で
意

思
決
定
を
行
う
こ
と
が
多
く
、

個
人
の
自
律
的
な
決
定
が
容
易

で
は
な
い
日
本
に
は
し
っ
く
り

こ
な
い
こ
と
が
浸
透
し
な
い
理

由
か
も
し
れ
な
い
▼
ま
た
、
Ａ

Ｃ
Ｐ
は
繰
り
返
し
話
し
合
う
必

要
が
あ
り
、
時
間
と
手
間
が
か

か
る
こ
と
や
本
人
の
最
期
に
つ

い
て
何
度
も
向
き
合
う
こ
と
に

な
る
の
で
、本
人
や
家
族
に
と
っ

て
辛
い
体
験
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
推
計

よ
り
2
年
早
い
2
0
2
2
年
に
、

日
本
は
多
死
社
会
に
突
入
し
た

と
さ
れ
る
。
本
人
の
意
向
の
尊

重
の
た
め
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
広
が
り

が
望
ま
れ
る
。 （
京
凡
人
2
世
）

　
10
月
よ
り
長
期

収
載
品
が
選
定
療

養
の
対
象
に
な
っ

た
。
選
定
療
養
と

は
保
険
適
用
外
の

治
療
や
サ
ー
ビ
ス

を
保
険
給
付
と
併
せ
て
受
け
る

制
度
で
あ
る
。
特
別
の
療
養
環

境
（
差
額
ベ
ッ
ド
な
ど
）
に
対

し
て
患
者
が
自
ら
希
望
し
て
選

ぶ
療
養
で
、
保
険
適
用
外
部
分

と
し
て
追
加
費
用
を
患
者
が
負

担
す
る
制
度
と
な
る
。

　
政
府
が
新
た
に
選
定
療
養
と

し
て
掲
げ
た
の
は
、
先
発
医
薬

品
の
う
ち
一
定
期
間
が
経
過

し
、
代
替
の
後
発
医
薬
品
の
あ

る
長
期
収
載
品
で
、
後
発
医
薬

品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
に
対

し
、
そ
の
差
額
の
4
分
の
3
を

保
険
適
用
の
部
分
と
し
、
4
分

の
1
を
患
者
が
自
己
負
担
す

る
。
つ
ま
り
差
額
の
4
分
の
1

の
負
担
増
を
選
定
療
養
に
組
み

込
む
制
度
改
革
で
あ
る
。

　
今
回
の
長
期
収
載
品
の
選
定

療
養
へ
の
組
み
込
み
は
、
後
発

医
薬
品
の
使
用
の
強
要
で
あ

り
、
先
発
医
薬
品
か
ら
後
発
医

薬
品
へ
の
移
行
を
促
進
さ
せ

る
。
し
か
し
現
状
の
後
発
医
薬

品
の
治
療
・
効
能
の
評
価
や
在

庫
状
況
な
ど
の
問
題
点
を
踏
ま

え
た
検
討
・
議
論
な
ど
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
一
方
的
な
押
し

つ
け
だ
。
政
府
は
長
期
収
載
品

の
選
定
療
養
の
事
務
連
絡
・
疑

義
解
釈
を
発
表
し
、
長
期
収
載

品
の
「
医
療
上
の
必
要
性
」
の

判
断
基
準
や
具
体
的
計
算
方

法
、
公
費
負
担
医
療
の
取
扱
い

を
示
し
た
。

　
長
期
収
載
品
の
必
要
を
見
込

め
る
場
合
は
5
項
目
が
あ
る
。

①
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品

で
薬
事
上
承
認
さ
れ
た
効
果
・

効
能
に
差
が
あ
り
、
医
師
が
先

発
医
薬
品
の
使
用
を
判
断
す
る

場
合
②
副
作
用
や
他
の
医
薬
品

と
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
相
互

作
用
、
先
発
医
薬
品
と
の
間
で

治
療
効
果
に
差
異
が
あ
る
と
医

師
が
判
断
す
る
場
合
③
学
会
が

作
成
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、

長
期
収
載
品
を
使
用
し
て
い
る

患
者
に
後
発
医
薬
品
へ
切
り
替

え
な
い
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る

場
合
④
後
発
医
薬
品
の
形
状
で

は
飲
み
に
く
い
、
吸
湿
に
よ
り

一
包
化
で
き
な
い
な
ど
、
形
状

の
違
い
に
よ
り
長
期
収
載
品
を

使
用
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

（
た
だ
し
、
患
者
の
形
状
の
好

み
に
よ
り
長
期
収
載
品
を
選
択

す
る
場
合
は
含
ま
れ
な
い
。
つ

ま
り
理
由
な
く
長
期
収
載
品
の

希
望
は
認
め
ら
れ
な
い
）
⑤
院

内
処
方
で
は
在
庫
状
況
を
踏
ま

え
、
後
発
医
薬
品
を
提
供
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
―
と
い
う

理
由
だ
（
た
だ
し
5
番
目
の
項

目
は
院
外
処
方
で
は
認
め
ら
れ

な
い
）。
こ
れ
ら
の
長
期
収
載

品
を
選
定
療
養
の
対
象
に
し
て

自
己
負
担
を
求
め
る
制
度
は
混

合
診
療
の
拡
大
と
も
言
え
、
保

険
給
付
範
囲
の
縮
小
と
特
殊
な

保
険
適
用
外
の
治
療
選
択
を
増

や
し
、
治
療
の
格
差
を
生
じ
か

ね
な
い
。
政
府
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
長
期
収
載
品
が

5
0
0
円
で
後
発
医
薬
品
が
2

5
0
円
の
場
合
、
3
割
負
担
で

は
1
カ
月
約
1
5
0
0
円
、
1

年
で
約
1
万
8
0
0
0
円
の
負

担
増
、
1
割
負
担
で
1
カ
月
で

約
1
8
0
0
円
、
1
年
で
約
2

万
2
0
0
0
円
の
負
担
増
に
な

る
。
当
然
、
患
者
は
後
発
医
薬

品
を
選
択
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　
一
方
で
こ
の
制
度
は
長
期
収

載
品
を
使
用
す
る
場
合
に
は
薬

剤
ご
と
に
使
用
理
由
の
記
載
が

必
要
で
、
医
療
提
供
側
に
も
多

く
の
手
間
と
時
間
を
要
す
る
。

後
発
医
薬
品
は
在
庫
不
足
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
い
現
状
を
政
府

が
理
解
し
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
こ
の
長
期
収
載
品
の
選
定

療
養
に
つ
い
て
は
協
会
で
も
今

後
議
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

長
期
収
載
品
が
選
定
療
養
対
象
に

後
発
医
薬
品
は
在
庫
不
足
の
懸
念

　
開
会
に
あ
た
り
京
都
弁
護
士

会
の
岡
田
一
毅
会
長
は
、「
3

団
体
で
の
企
画
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
由
々
し
き
問

題
に
協
力
し
て
取
り
組
む
決
意

の
表
れ
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
第
1
部
で
講
演
し
た
荻
原
氏

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い

て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
患
者
は

毎
回
認
証
す
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
、
5
年
ご
と
に
更
新
手

続
き
を
し
な
い
と
い
け
な
い
、

医
療
機
関
は
ト
ラ
ブ
ル
多
発
で

人
手
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な

い
―
デ
ジ
タ
ル
化
で
便
利
に
な

る
は
ず
が
か
え
っ
て
不
便
に
な

る
と
は
あ
り
え
な
い
と
断
じ
、

事
態
を
悪
化
さ
せ
、
多
額
の
税

金
を
使
い
、
な
お
か
つ
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
歩
を
遅
ら
せ
た
国
の

罪
は
大
き
い
と
批
判
し
た
。

　
松
本
隆
浩
氏
（
京
都
社
会
保

障
推
進
協
議
会
）
は
府
内
自
治

体
の
準
備
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
、
資
格
確
認
書
を
全
被
保

険
者
に
送
付
す
る
の
は
7
月
時

点
で
3
自
治
体
（
久
御
山
町
、

宇
治
田
原
町
、
笠
置
町
）
に
と

ど
ま
る
と
報
告
。

　
弁
護
士
の
松
尾
美
幸
氏
は
、

法
的
立
場
か
ら
①
自
己
情
報
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
権
へ
の
制
限
②
情

報
弱
者
の
手
続
き
未
了
問
題
が

生
じ
る
③
任
意
取
得
の
原
則
に

反
す
る
―
と
問
題
点
を
指
摘
し

た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
、
協
会
の
鈴

木
卓
理
事
長
は
法
を
再
改
定
さ

せ
る
た
め
の
国
会
へ
の
働
き
か

け
と
、
市
町
村
に
資
格
確
認
書

の
全
員
交
付
を
求
め
て
い
く
と

述
べ
て
締
め
く
く
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
翌
日
に
投

開
票
が
行
わ
れ
る
衆
院
選
京
都

小
選
挙
区
候
補
者
へ
の
保
険
証

廃
止
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
公
表
し
た
。

　
第
2
部
は
、
各
分
野
か
ら
5

人
が
発
言
。
協
会
の
渡
邉
賢
治

副
理
事
長
は
、
保
険
証
廃
止
に

よ
っ
て
医
療
保
障
が
「
申
請
に

基
づ
く
も
の
」
と
さ
れ
た
こ
と

は
社
会
保
障
の
後
退
と
指
摘

し
、
医
療
を
奪
わ
せ
な
い
取
り

組
み
が
重
要
と
し
た
。

　
歯
科
協
会
の
平
田
高
士
副
理

事
長
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
調
査
結
果
を
報
告

し
、
高
齢
開
業
医
の
引
退
を
早

め
て
歯
科
医
療
機
関
の
減
少
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
と
し
た
。

　
障
害
・
高
齢
施
設
の
現
場
か

ら
井
上
ひ
ろ
み
氏
（
社
会
福
祉

法
人
七
野
会
）
は
、
支
援
が
必

要
な
人
に
も
自
動
的
に
届
く
保

険
証
を
残
し
て
ほ
し
い
、
福
祉

現
場
に
負
担
と
責
任
を
押
し
付

け
な
い
で
と
訴
え
た
。

質問に応える登壇者6人。
左から松尾氏、松本氏、荻原氏、井上氏、平田氏、渡邉副理事長

マイナ保険証  更新手続き　トラブル多発

かえって不便になるデジタル化
市民ら125人が「やっぱりあかん」

弁
護
士
会
と
共
催
で

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

現
行
の
保
険
証
存
続
を
求
め
ア
ピ
ー
ル

　
医
科
・
歯
科
の
保
険
医
協
会
と
京
都
弁
護
士
会
は
10
月
26
日
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ほ

ん
と
に
大
丈
夫
？
マ
イ
ナ
保
険
証　
な
く
し
た
ら
あ
か
ん
や
ろ
健
康
保
険
証
」
を
京
都
弁

護
士
会
館
で
開
催
、
ウ
ェ
ブ
参
加
も
含
め
1
2
5
人
が
参
加
し
た
。
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
荻
原
博
子
氏
が
講
演
し
、
各
分
野
か
ら
も
保
険
証
廃
止
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
。

最
後
に
3
団
体
に
よ
る
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
市
民
の
命
と
健
康
、
そ
し
て
権
利
擁

護
の
見
地
か
ら
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
強
く
求
め
た
。（
関
連
2
面
）

　
一
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

登
録
し
て
い
な
い
人
に
交
付
さ

れ
る
資
格
確
認
書
を
被
保
険
者

全
員
に
職
権
で
送
る
意
向
の
自

治
体
が
増
え
て
お
り
、
京
都
で

も
実
質
現
行
制
度
と
変
わ
り
な

い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
話
し
た
。

市
町
村
は
資
格
確
認
書
の
全
員
交
付
を

「共同アピール」の趣旨（理由部分は略）
一、�市民の命と健康、そして権利擁護の見地から、現行の
健康保険証の存続を強く求める。

一、�個人番号カード（マイナンバーカード）に保険証機能
を付する、いわゆるマイナ保険証への移行はカード所
持者の任意によるべきである。

� 京都府保険医協会・京都府歯科保険医協会・京都弁護士会

講師の荻原氏

2 0 2 4 年 （令和 6年） 1 1 月 1 0 日 第 3 1 8 1 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容
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◦医師賠償責任保険
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府
に
子
ど
も
医
療
拡
充
を
要
請�

（
２
面
）

日
本
被
団
協
に
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
反
核
ネ
ッ
ト
）�

（
２
面
）

ポ
ス
タ
ー
作
成「
マ
イ
ナ
保
険
証

な
く
て
も
医
療
受
け
ら
れ
ま
す
」� （
２
面
）



　
西
脇
知
事
が
9
月
19
日
の
府

議
会
代
表
質
問
で
、
通
院
医
療

費
の
2
0
0
円
負
担
助
成
を
中

学
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
声
が
京

都
市
な
ど
か
ら
上
が
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
検
討
会
議

を
設
け
、
在
り
方
を
議
論
す

る
」
と
表
明
。
こ
れ
に
対
し
、

要
請
で
は
中
学
生
に
と
ど
ま
ら

な
い
拡
充
を
求
め
た
。
検
討
会

　
協
会
な
ど
で
つ
く
る
子
ど
も
医
療
京
都
ネ
ッ
ト
は
、
10
月

16
日
、
京
都
府
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
さ
ら
な
る
前
進
を

求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。
協
会
か
ら
事
務
局
が
参
加
し
、
府

の
医
療
保
険
政
策
課
・
能
勢
課
長
ら
が
対
応
し
た
。

議
の
設
置
時
期
は
未
定
。

　
要
請
書
は
、
23
年
9
月
か
ら

の
府
制
度
拡
充
で
市
町
村
の
施

策
が
前
進
し
た
こ
と
を
評
価
。

一
方
で
全
国
的
に
は
対
象
を
18

歳
ま
で
広
げ
る
こ
と
が
主
流
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
府
内
自
治
体

で
も
18
歳
ま
で
（
入
院
の
み
含

む
）
が
85
％
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
政
府

の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
に
よ

り
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
の
国
保
の
減
額

調
整
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）
が
廃
止

さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
無
料

制
度
が
広
が
る
こ
と
に
危
機
感

　
日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
）
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
る
こ

と
が
10
月
11
日
に
決
定
し
、
反

核
京
都
医
師
の
会
ら
で
つ
く
る

核
兵
器
廃
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
京

都
は
受
賞
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
16
日
に
発
表
し
た
。

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
運
動
は
自
分
た

ち
の
悲
惨
な
体
験
を
報
復
の
連

鎖
で
は
な
く
、
誰
に
も
二
度
と

自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
悲
惨

な
目
に
合
わ
せ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
平
和
を
つ
く
る
運
動
で

あ
り
、
核
廃
絶
の
運
動
を
自
分

た
ち
の
生
き
る
証
と
し
た
壮
絶

な
生
き
方
は
人
類
が
生
き
残
る

た
め
の
道
筋
を
示
し
た
も
の
―

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
そ
の
道
の
り

を
称
え
た
。

　
さ
ら
に
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の

悲
惨
な
体
験
か
ら
つ
く
ら
れ
た

核
兵
器
禁
止
条
約
を
世
界
の
常

識
に
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
り
憲
法
9
条
を
持
つ
日
本

は
そ
の
先
頭
に
立
つ
人
類
史
的

使
命
を
負
っ
て
い
る
」
と
し

た
。
そ
し
て
、
今
回
の
被
団
協

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
喜
び
、
考
え
、
学

び
、
力
を
合
わ
せ
て
核
な
き
平

和
な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
結
ん
だ
。

日本被団協日本被団協ににノーベル平和賞ノーベル平和賞
反核ネット反核ネットがが祝い祝いののメッセージメッセージ

を
持
っ
た
厚
労
省
が
窓
口
負
担

に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

制
度
を
導
入
。
こ
れ
が
市
町
村

へ
の
新
た
な
圧
力
と
な
る
と
批

判
し
た
。

　
同
様
の
要
請
は
市
町
村
に
対

し
て
も
、
京
都
府
社
会
保
障
推

進
協
議
会
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
通
じ
て
届
け
て
い
る
。

要請書を受け取る府の担当者（右）

会　期 12月7日（土）～22日（日）
時　間 9 時30分～17時

※ 火曜・木曜は18時、最終日は15時まで、初日は10時から

場　所 京都市勧業館みやこめっせ
（京都市左京区岡崎成勝寺町９番地-１）
［展示］地下１階 第１展示場　［ホールプログラム］地下１階 大会議室

内　容 パネル・実物の展示、講演会・映画上映会などの開催（録画配信あり）
 水俣病ブックフェア、水俣物産展など
チケット 一般：当日1,700円、前売1,300円、10枚つづり券10,000円、フリーパス10,000円
 30歳以下：当日1,000円、前売700円、10枚つづり券5,000円、フリーパス5,000円

※ チケットぴあ（セブンイレブン、ファミリーマート）、ローソンチケット（ロー
ソン、ミニストップ）でお求め下さい。

主　催 認定NPO法人 水俣フォーラム
お問い合わせ　認定NPO法人水俣フォーラム

〒169-0075 新宿区高田馬場 1 -34-12-404
TEL：03-3208-3051　FAX：03-3208-3052
E-mail：mf1997@minamata-f.com

 

 

 

現行の健康保険証が 
12 月以降も使えます 

期限後は「資格確認書」で受診できます 

マイナ保険証に登録したけど……登録解除ができます 

 

 

 

 

 

京都府保険医協会 

マイナ保険証を使っている方はご注意ください 

 

©もへろん 

 ©もへろん 

　窓口でよく質問される「12月以降は健康保険証が使えなくなるの？」に応
えるポスターを作成しました。マイナ保険証を持っている患者さんも持って
いない患者さんにも理解しやすい解説付き。本紙に同封しましたので、院内
掲示にご活用下さい。

12月以降も現行の保険証使えます
ポスター作成しました
院内掲示用

　全国の保険医協会・保険医会主催のウェブ
研究会・講習会は、他府県の会員でも参加・
視聴できます。企画概要等の詳細は、保団連
情報サービスに登録した会員（登録無料）が
閲覧できます。

■  岡山県保険医協会［11月17日（日）14時～15時30分］
プライマリケア懇話会
「プライマリケア医に知っていただきたい腰痛・下肢痛の診療」
牧山 公彦 氏（川崎医科大学スポーツ・外傷整形外科学講師）

■  神奈川県保険医協会［11月18日（月）19時～20時50分］
特別研究会『CKD/DKD Network Conference in 神奈川』
田村 功一氏

（横浜市立大学医学部循環器・腎臓・高血圧内科学主任教授、横浜市立大学附属市民総合医療センター病院長）他
■  熊本県保険医協会［11月21日（木）19時～20時30分］
新型コロナワクチン講演会
「コロナ禍を振り返る、何が本当だったのか！」
小島 勢二 氏（名古屋大学名誉教授、名古屋小児がん基金理事長）

保団連保団連 研究会交流サイトのご活用を研究会交流サイトのご活用を

今後の予定

2 0 2 4 年 (令和 6年) 1 1 月 1 0 日第 3 1 8 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

府
に
子
ど
も
医
療
拡
充
を
要
請

子
ど
も
医
療
ネ
ッ
ト
が
市
町
村
に
も

研究会
交流サイトは
こちらから

保団連情報
サービスの
登録はこち
らから

詳細は
「水俣・京都展」
のホームペー
ジでご確認い
ただけます



訪
問
診
療
し
て
い
る
患
者
の
終
末
期
の
算
定

A

508508

Ｑ
、
週
1
回
定
期
に
訪
問
診

療
し
て
い
た
患
者
の
終
末
期

に
、
患
家
か
ら
往
診
依
頼
が
あ

り
、
最
期
は
往
診
に
て
看
取
っ

た
。
こ
の
場
合
、
往
診
料
の
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
（
診

療
行
為
名
称
「
往
診
・
在
宅

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
（
イ
）

（
在
支
診
等
以
外
）」、
請
求

コ
ー
ド
「
1
1
4
7
0
5
1
1

0
」
等
）、
看
取
り
加
算
（
診

療
行
為
名
称
「
看
取
り
加
算

（
往
診
・
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
）、
請
求
コ
ー
ド
「
1
1
4

7
0
6
0
1
0
」）
を
算
定
す

れ
ば
良
い
か
。

Ａ
、
往
診
料
の
在
宅
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
加
算
（
24
年
6
月
改

定
で
新
設
）
は
、
在
宅
で
死
亡

し
た
患
者
（
往
診
を
行
っ
た

後
、
24
時
間
以
内
に
在
宅
以
外

で
死
亡
し
た
患
者
を
含
む
）
に

対
し
て
、
そ
の
死
亡
日
お
よ
び

死
亡
日
前
14
日
以
内
に
、
Ｂ
0

0
4
退
院
時
共
同
指
導
料
1
を

算
定
し
、
か
つ
、
往
診
を
実
施

し
た
場
合
に
算
定
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
退
院
時
共
同
指
導
後
、

死
亡
日
お
よ
び
死
亡
日
前
14
日

以
内
に
往
診
の
み
で
亡
く
な
っ

た
患
者
が
算
定
対
象
で
す
。

　
質
問
の
事
例
で
は
、
以
前
か

ら
訪
問
診
療
を
し
て
い
る
た

め
、
訪
問
診
療
料
（
Ⅰ
）
の
1

の
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算

（
診
療
行
為
名
「
在
宅
タ
ー
ミ

　
役
所
も
間
違
え
る
。
お
か
し
な

判
断
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
の

に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
役
所
に
都

合
よ
く
で
き
て
い
な
い
か
。

　
自
分
の
仕
事
上
の
話
で
恐
縮
だ

が
、
堺
市
の
母
子
世
帯
で
生
活
保

護
費
の
多
額
の
支
給
漏
れ
が
見
つ

か
っ
た
。
特
定
行
政
書
士
と
し
て

世
帯
主
の
女
性
の
代
理
人
に
な

り
、
10
月
10
日
、
大
阪
府
へ
行
政

不
服
審
査
請
求
を
し
た
。

　
女
性
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
。
生

ま
れ
つ
き
重
度
障
害
の
子
ど
も

（
現
在
は
成
人
）
が
2
人
い
て
、

生
活
保
護
を
利
用
し
て
き
た
。

　
昨
年
12
月
、
知
人
の
話
か
ら
、

自
分
の
世
帯
の
保
護
費
が
少
な
い

の
で
は
、
と
疑
問
を
持
ち
、
担
当

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
伝
え
た
。

　
相
談
を
受
け
て
筆
者
が
サ
ポ
ー

ト
し
た
結
果
、
堺
市
側
は
、
在
宅

の
重
度
障
害
者
が
い
る
場
合
の
家

族
介
護
料
と
、
障
害
者
加
算
、
母

子
加
算
に
支
給
漏
れ
の
時
期
が

あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

　
福
祉
事
務
所
長
は
「
最
低
生
活

を
下
回
る
暮
ら
し
を
強
い
て
申
し

訳
な
か
っ
た
」
と
謝
罪
。
今
年
2

月
と
3
月
に
、
直
近
5
年
分
の
計

2
1
2
万
円
を
追
加
支
給
し
た
。

　
保
護
開
始
か
ら
約
17
年
間
の
支

給
漏
れ
は
約
6
2
5
万
円
に
の

ぼ
り
、
ず
い
ぶ
ん
足
り
な
い
。

　
し
か
し
堺
市
側
は
「『
生
活
保

護
手
帳
　
別
冊
問
答
集
』
で
遡
及

支
給
は
5
年
が
限
度
」「
地
方
自

治
法
で
も
金
銭
債
権
は
5
年
で
時

効
」
と
し
て
5
年
超
の
遡
及
に
応

じ
ず
、
支
給
遅
れ
に
伴
う
遅
延
損

害
金
（
法
定
利
息
）
も
拒
ん
だ
。

　
時
効
は
、
権
利
を
「
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
起
算
す

る
も
の
だ
。
行
政
が
何
人
も
決
裁

し
て
ミ
ス
を
見
過
ご
し
た
の
に
、

利
用
者
側
が
気
づ
け
る
の
か
。

　
そ
こ
で
、
5
年
を
超
え
る
遡
及

支
給
と
、
全
期
間
の
遅
延
損
害
金

を
求
め
て
審
査
請
求
し
た
。

　
行
政
の
ミ
ス
な
の
に
、
ミ
ス
か

ら
5
年
た
っ
た
ら
時
効
、
遅
延
損

害
金
も
出
さ
な
い
と
い
う
論
法
が

ま
か
り
通
っ
た
ら
、
被
害
者
は
損

す
る
ば
か
り
で
、
間
違
え
た
行
政

側
に
は
何
の
痛
み
も
な
い
。

　
こ
の
件
の
後
、
家
族
介
護
料
の

支
給
漏
れ
が
堺
市
だ
け
で
他
に
52

世
帯
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
全
国

で
も
相
当
あ
る
だ
ろ
う
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
算
定
を
多

く
間
違
え
て
い
た
か
ら
過
去
の
保

護
費
を
返
還
し
ろ
と
請
求
さ
れ
た

例
も
あ
る
。
す
で
に
使
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
今
か
ら
返
還
す
る

と
最
低
を
下
回
る
生
活
に
な
る
。

　
生
活
保
護
だ
け
で
な
く
、
高
額

療
養
費
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
の
支
給
漏
れ
や

過
払
い
が
各
地
で
起
き
て
い
る
。

　
間
違
い
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い

け
れ
ど
、現
実
に
ミ
ス
は
起
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
行
の
法
体
系
に

は
、
行
政
の
ミ
ス
を
想
定
し
た
救

済
ル
ー
ル
の
規
定
が
な
い
。

　
特
に
社
会
保
障
、
社
会
保
険
、

労
働
関
係
は
制
度
が
複
雑
だ
。
窓

口
の
縦
割
り
、
申
請
主
義
、
さ
ら

に
水
際
作
戦
も
あ
っ
た
り
し
て
、

行
政
と
力
関
係
の
差
は
大
き
い
。

　
行
政
不
服
審
査
法
、
行
政
事
件

訴
訟
法
、
国
家
賠
償
法
と
い
っ
た

救
済
法
は
あ
っ
て
も
、
一
般
市
民

が
自
力
で
や
る
の
は
難
し
い
。

　
裁
判
に
な
る
と
、
国
は
訟
務
検

事
、
自
治
体
な
ら
弁
護
士
が
受
け

持
ち
、
そ
れ
ら
は
公
費
負
担
。

　
一
方
、
市
民
向
け
に
は
、
法
テ

ラ
ス
（
法
律
扶
助
）
が
あ
る
も
の

の
、
収
入
・
資
産
が
少
な
い
人
に

限
定
し
た
法
律
相
談
と
弁
護
士
費

用
の
立
て
替
え
に
と
ど
ま
る
。

　
行
政
に
対
し
て
市
民
の
権
利
を

擁
護
す
る
仕
組
み
を
整
え
な
い
と

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
。
行
政
書
士
・

社
労
士
を
含
め
て
専
門
職
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を

公
的
に
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

行
政
に
対
す
る
権
利
擁
護
の
仕
組
み
を

2
0
2
4
年
7
月
、
木
曽

駒
ヶ
岳
で
行
わ
れ
て
い
る
ニ
ホ

ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
ケ
ー
ジ
保
護

「
中
央
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
ラ

イ
チ
ョ
ウ
野
生
復
帰
実
施
計

画
」
に
、
中
村
浩
志
先
生
の
ご

厚
意
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
と
感
想

を
報
告
し
ま
す
。

　
日
本
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
孵
化

後
1
カ
月
間
の
死
亡
率
が
高

く
、
そ
の
原
因
は
孵
化
時
期
の

梅
雨
に
よ
る
悪
天
候
と
キ
ツ

ネ
、
テ
ン
等
に
よ
る
捕
食
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息

す
る
高
山
に
ケ
ー
ジ
を
設
置

し
、
孵
化
し
た
ば
か
り
の
雛
を

母
親
と
と
も
に
ケ
ー
ジ
に
収
容

境
に
似
た
環
境
を
作
る
だ
け
で

な
く
、
ミ
ル
ワ
ー
ム
、
コ
ケ
モ

モ
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
そ
し
て

無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
小
松
菜

や
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
の
餌
が

用
意
さ
れ
、
元
気
に
つ
い
ば
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
雛
が
生
ま
れ
た
6
月

末
か
ら
荒
れ
た
天
気
の
日
が
多

対
策
が
ケ
ー
ジ
保

護
で
す
。

　
ケ
ー
ジ
の
中
に

は
、
高
山
植
物
を

移
植
し
て
生
息
環

し
、
雛
が
飛
べ
る
よ
う
に
な

り
、
自
分
で
体
温
維
持
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
1
カ
月

間
、
人
の
手
で
守
っ
て
や
る
方

法
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
保
護

で
、
元
気
に
子
育
て
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
幸
い
天
敵
と
な
る
サ
ル
、
キ

ツ
ネ
、
テ
ン
な
ど
は
捕
獲
や
追

い
払
い
で
ず
い
ぶ
ん
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
想
定
以
上
の
悪
天

候
が
続
き
、
ケ
ー
ジ
保
護
し
た

雛
で
さ
え
低
体
温
の
た
め
衰
弱

死
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
も
毎
日
続
く
暴
風
雨

と
低
温
の
た
め
、
お
散
歩
の
た

め
ケ
ー
ジ
か
ら
出
し
て
も
雛
た

ち
は
少
し
歩
い
て
餌
を
つ
い
ば

ん
だ
だ
け
で
、
抱
雛
（
母
鳥
の

中
に
潜
り
込
む
）
に
入
っ
て
し

ま
い
母
鳥
、
雛
と
も
に
運
動
不

足
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
7
月
の
終
わ
り
に

予
定
さ
れ
て
い
る
放
鳥
時
ま
で

雛
が
順
調
に
育
っ
て
く
れ
る
の

か
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
7
月

29
日
午
後
に
は
3
家
族
10
羽
の

雛
が
母
鳥
と
一
緒
に
山
に
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

5
カ
年
計
画
で
木
曽
駒
ヶ
岳
の

あ
る
中
央
ア
ル
プ
ス
で
60
家
族

約
1
3
0
羽
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
た

ち
が
住
む
、
日
本
で
有
数
の
ラ

イ
チ
ョ
ウ
生
息
地
が
復
活
し
た

の
で
す
。
し
か
も
中
央
ア
ル
プ

ス
は
ハ
イ
マ
ツ
の
背
丈
が
低
く

姿
を
隠
し
や
す
く
、
高
山
植
物

も
豊
富
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
と
っ

て
も
最
高
の
生
息
環
境
で
す
。

　
ま
た
動
物
園
（
茶
臼
山
動
物

状
況
時
（
天
敵
の
接
近
）
に
鳴

き
声
で
合
図
を
送
る
こ
と
や
、

雛
鳥
が
母
鳥
に
懐
き
、
母
鳥
に

追
従
し
鳴
き
声
等
の
指
示
に
従

う
こ
と
の
観
察
を
続
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
野
生
生
物
の
生
息
数
を
人
の

手
で
増
や
し
、
絶
滅
し
た
場
所

で
再
生
さ
せ
る
こ
と
は
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
あ
る
と
は
思
い
ま

ラ
イ
チ
ョ
ウ
ケ
ー
ジ
保
護
に
参
加
し
て

環
境
問
題

環
境
問
題
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ナ
ル
ケ
ア
加
算
（
イ
）（
在
支

診
等
以
外
）、請
求
コ
ー
ド「
1

1
4
0
1
8
4
7
0
」
等
。
算

定
は
届
出
区
分
等
に
従
う
）
を

算
定
し
ま
す
。
看
取
り
加
算
も

訪
問
診
療
料
の
看
取
り
加
算

（
診
療
行
為
名
称
「
看
取
り
加

算
（
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料

（
1
）1
・（
2
）イ
・
往
診
料
）、

請
求
コ
ー
ド
「
1
1
4
0
1
8

5
7
0
」）
で
算
定
し
ま
す
。

金
融
共
済
委
員
会

（
10
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
3
件
を
審
査
し
可
決
し

ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

す
。
し
か
し
、
氷
河
時
代
か
ら

何
と
か
生
き
延
び
て
き
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
た
ち
が
人
間
の
生
活
が

原
因
で
起
こ
っ
た
気
候
変
動
や

環
境
破
壊
な
ど
で
そ
の
生
息
数

が
激
減
し
、
今
や
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

す
。
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

「
第
二
の
ト
キ
」
に
し
た
く
な

い
と
の
思
い
で
長
年
研
究
し
て

き
た
研
究
者
た
ち
が
、
科
学
的

な
分
析
と
経
験
を
駆
使
し
、
せ

め
て
絶
滅
危
惧
種
か
ら
は
脱
却

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
日

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
山
岳
信

仰
に
お
い
て
は
「
山
の
守
り

神
」
で
あ
り
、
海
外
の
ラ
イ

チ
ョ
ウ
た
ち
の
よ
う
に
狩
猟
に

よ
っ
て
食
用
に
さ
れ
る
こ
と
が

く
、
保
護
し
た
3
家
族
18
羽
の

雛
が
7
月
下
旬
に
は
10
羽
ま
で

減
少
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
今
年
も
最
初

に
中
央
ア
ル
プ
ス
で
見
つ
か
っ

た
飛
来
メ
ス
（
自
然
に
対
す
る

人
間
の
責
任
を
問
う
た
め
飛
ん

で
き
た
神
の
鳥
と
呼
ば
れ
る
）

も
推
定
年
齢
10
歳
な
が
ら
健
在

園
、
那
須
ど
う
ぶ

つ
王
国
）
で
人
の

手
で
育
て
た
雛
を

9
月
に
山
に
戻
し

て
ケ
ー
ジ
保
護
の

後
、
放
鳥
す
る
野
生
復
帰
事
業

も
行
わ
れ
ま
す
。
野
生
復
帰
さ

せ
る
家
族
は
高
山
帯
の
環
境
下

で
、
放
鳥
後
約
3
カ
月
、
雛
鳥

の
成
長
と
同
時
に
生
き
残
る
術

に
つ
い
て
学
習
を
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
集
団
と
し
て
生
き
残
る

た
め
に
は
、
母
鳥
が
十
分
に
雛

鳥
の
面
倒
を
見
て
、
危
機
的
な

な
い
日
本
で
唯
一
人

を
恐
れ
な
い
野
生
の

生
き
物
に
な
っ
た
の

で
す
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
保
護
は
日
本
の
山

岳
環
境
を
保
全
す
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、

日
本
列
島
全
体
の
自

然
環
境
、
そ
し
て
日

本
古
来
の
文
化
の
保

護
に
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
私
が
活
動
中
、
多
く
の
登
山

者
た
ち
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子

を
見
つ
け
、
特
に
子
ど
も
た
ち

が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。「
山
の
守
り
神
」

が
多
く
の
山
で
訪
れ
る
人
々
を

見
守
っ
て
く
れ
る
日
々
が
続
い

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
人

の
精
神
と
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山

岳
環
境
で
よ
う
や
く
生
き
残
っ

た
数
少
な
い
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
山
で

家
族
を
増
や
し
、
登
山
者
た
ち

の
心
を
和
ま
し
続
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
、
多
く
の
国
民
に

こ
の
活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
参
照
　
中
村
浩
志
国
際
鳥
類

研
究
所
―
日
本
の
野
鳥
を
守
る

（hnbirdlabo.org

）

（
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会

副
理
事
長
　
平
田
高
士
）

写
真
1
：
ケ
ー
ジ
の
中
で
餌
を
つ
い
ば
む
親
子
、
写
真
2
：
お
散
歩
の
最

中
、
母
鳥
は
常
に
雛
た
ち
の
動
き
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
、
写
真
3
：
放
鳥

さ
れ
山
に
戻
っ
て
行
く
親
子

写真１

写真２

写真３

2 0 2 4 年 (令和 6年) 1 1 月 1 0 日 第 3 1 8 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行
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あ
る
時
、
マ
マ
チ
ャ
リ
を
止
め
て

幼
児
に
声
を
か
け
る
と
、
そ
の
子
が

走
っ
て
来
て
自
転
車
の
後
を
押
し
ま

し
た
。
す
る
と
自
転
車
が
前
に
ス
イ

ス
イ
。
子
ど
も
の
微
力
で
も
自
転
車

は
こ
れ
ほ
ど
に
進
む
の
か
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
に
吹
き
つ
け
る

風
の
威
力
こ
そ
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

風
下
に
向
か
う
自
転
車
は
軽
快
に
走

り
ま
す
が
、
風
に
向
か
う
自
転
車
は

大
変
重
い
。
順
風
の
中
だ
け
を
涼
し

い
顔
で
走
る
た
め
に
、
輪
行
散
歩
で

は
逆
風
方
向
の
走
り
を
電
車
に
任
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
強
風
の
威
力
に
あ
き
れ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
愛
知
県
御
油
で
旧
東
海

道
の
松
並
木
道
を
東
上
し
て
い
ま
し

た
。
追
い
風
で
ペ
ダ
ル
が
う
そ
の
よ

ガ
タ
。
パ
ン
ク
で
す
。

　
「
チ
ェ
ッ
、
釘
だ
」

　
長
い
坂
を
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
下

り
、
坂
越
と
い
う
駅
で
自
転
車
を
畳

み
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
、
豊
橋
か
ら
伊
良
湖

岬
に
向
か
う
途
中
で
パ
ン
ク
。
自
転

車
を
押
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
海
産

物
屋
に

　
「
地
方
発
送
デ
キ
マ
ス
」

　
の
ク
ロ
ネ
コ
マ
ー
ク
を
見
つ
け
ま

し
た
。
お
店
の
人
に
配
送
を
懇
願
し

て
、
袋
詰
め
の
自
転
車
を
託
し
ま
し

た
。
自
転
車
が
な
い
と
ぶ
ざ
ま
、
海

岸
を
さ
み
し
く
伊
良
湖
港
ま
で
歩

き
、
鳥
羽
経
由
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

翌
日
、
自
宅
に
自
転
車
が
届
き
ま
し

た
。

　
「
そ
ん
な
に
う
ま
く
、
駅
の
横
で

パ
ン
ク
す
る
も
の
か
い
」

　
私
の
輪
行
の
立
案
は
鉄
道
網
の
上

で
す
。
駅
が
遠
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
疲
れ
や
不
安
を

感
じ
た
時
で
も
、
何
と
か
し
て
駅
に

た
ど
り
着
け
る
の
で
す
。
自
分
の
体

力
は
底
が
知
れ
た
も
の
だ
し
、
相
棒

の
自
転
車
も
無
病
息
災
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
。

2
0
0
3
年
、
瀬
戸
内
海
に
向
か

う
峠
の
頂
上
で
自
転
車
が
急
に
ガ
タ

う
に
軽
く
な
っ
た
と
思
う
と
、
お
び

た
だ
し
い
松
葉
が
道
路
に
散
り
敷
き

始
め
ま
し
た
。
松
の
枝
ま
で
混
じ
っ

て
い
る
の
で
身
の
危
険
を
感
じ
、
国

道
1
号
線
に
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
広

い
安
全
な
道
に
出
る
と
背
中
を
押
す

風
で
自
転
車
が
猛
ス
ピ
ー
ド
。
前
を

行
く
原
付
バ
イ
ク
に
も
劣
ら
な
い
速

さ
。
思
い
ま
し
た
。

　
「
江
戸
ま
で
走
れ
る
ぞ
」

　
次
に
パ
ン
ク
の
対
策
で
す
。

　
ま
れ
で
す
が
パ
ン
ク
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
つ
き
も
の
で
す
。
自
転
車
に

Ｊ
Ａ
Ｆ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
パ
ン
ク
対
策
は
簡
単
で
す
。

情
け
な
い
方
法
で
す
が
パ
ン
ク
車
を

押
し
て
駅
ま
で
行
き
、
袋
に
収
め
て

電
車
で
帰
途
に
着
く
こ
と
で
す
。

広
重
風
東
海
道
五
十
三
次
の
四
日
市

広
重
風
東
海
道
五
十
三
次
の
四
日
市

自
転
車
の
順
風
満
帆

自
転
車
の
順
風
満
帆

輪行散歩と風、パンク輪行散歩と風、パンク

題
の
絵
・
挿
絵
も
筆
者

「在宅医療点数」説明会
在宅医療点数の改定点や算定にあたっての留意点を分かりやすく解説します。

●福知山市会場
日　時   12月21日（土）14時～15時45分
場　所   福知山医師会館２階講堂 ※若干の駐車スペースあり

福知山市北本町二区35-1　☎0773-23-6039

定　員   30人　 共　催  （一社）福知山医師会
〈テキスト〉 『在宅医療点数の手引2024年度改定版』 

4,000円（送料別）

参加費無料

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

　今回の文化ハイキングは、京都市下京区の
光源氏ゆかりの史跡を案内人とともに訪ねま
す。光源氏のモデル・源融（みなもとのとおる）居住
地であった「源融河原院跡」、源融の木像があ
る「本覚寺」、六条河原院の旧跡「渉成園」な
どを巡り、晩秋の午前のひとときを過ごします。

市
中
に

光
源
氏
の
面
影
を
追
う

文化ハイキング 

［集合］  10時　五条大橋東詰
 （川端通五条） 南角

［参加費］ 1,000円（拝観料含む）
［定員］  先着10人（会員・ご家族）

11月17日㊐
10時～12時30分頃　雨天決行 お申込は

こちらから
▶

申込締切
11月 8日（金）

要申込

お手軽ウェブセミナー

人生100年時代、現役時代に考える
「資産形成と資産防衛」
　人生100 年時代、十分な将来の準備はできていますか？経済的
に自立した豊かな生活を送るために必要な資金を今からどのよう
に確保すると良いのか。ファイナンシャル・プランナーが資産形
成の方法を分かりやすく説明します。

日　時 11月27日（水） 14時30分～15時10分
講　師   坂本 佳祐 氏

２級ファイナンシャル・プランニング技能士（国家資格）、
トータル・ライフ・コンサルタント（生命保険協会認定FP）

形　式   Zoomウェビナー

参加費無料

詳
細・お
申
込

は
こ
ち
ら
か
ら

※ 事前申込
（11/26締切）

　
保
険
医
年
金
の
「
積
立
金
の

お
知
ら
せ
」
を
大
樹
生
命
本
社

か
ら
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

積
立
金
額
は
24
年
8
月
末
現
在

の
金
額
で
す
。
基
本
年
金
額
の

試
算
も
ご
参
照
下
さ
い
。「
積

立
金
の
お
知
ら
せ
」
の
下
段
の

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
年

末
調
整
時
・
確
定
申
告
時
ま
で

保
管
し
、
切
り
離
し
て
お
使
い

下
さ
い
。
保
険
医
年
金
は
「
一

般
生
命
保
険
料
控
除
」
の
対
象

で
、「
個
人
年
金
保
険
料
控
除
」

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

保険医年金

「
積
立
金
の
お
知
ら
せ
兼
生
命
保
険

料
控
除
証
明
書
」
を
送
付

今さら聞けない！日常診療における
患者対応のあれやこれや
日　時   11月30日（土） 14時～16時
講　師   あやめ法律事務所　福山 勝紀 弁護士
形　式   Zoomウェビナー＋会場
（京都府保険医協会・会議室）※会場は定員30人

対　象  会員・医療機関の従事者

2024年度　第１回医療安全講習会

参加費無料

詳
細・お
申
込

は
こ
ち
ら
か
ら

※ 申込締切：
11月26日（火）

● 裁判所・警察からのカルテ開示請求
●遺族からのカルテ開示請求 
●遺族への説明義務
● 賠償請求できる期間、カルテ保存期間 
●口コミの削除方法
● リフィル処方箋のトラブル時の責任の所在（現在考えられる法的問題）

内　容 〈テキスト〉 
冊子「日常診療における医療安全
お役立ち手帳」 
講習会当日に冊子の内容を協会
ホームページに掲載します。

参加費無料参加費無料

初冬の琵琶湖岸をのんびり散策
　全て歩けば約15km５時間程度かかりますが、ほぼ平坦なコースで、どこからで　全て歩けば約15km５時間程度かかりますが、ほぼ平坦なコースで、どこからで
も公共交通機関によるエスケープが可能です。運動不足の方も気軽にご参加下さい。も公共交通機関によるエスケープが可能です。運動不足の方も気軽にご参加下さい。
前日夜時点での降水確率が60％以上の場合は中止となります。前日夜時点での降水確率が60％以上の場合は中止となります。

12月15日㊐
行　程

約15km　5時間程度
JR石山駅～瀬田唐橋～膳所城跡公園～
打出浜～大津港～三井寺～近江神宮～
大津京旧跡～唐崎神社～JR唐崎駅

［集　合］ 午前 9時　
JR石山駅改札口

［参加費］ 無料（交通費自弁）　
昼食・飲物・雨具など
は各自ご用意下さい

お申込は保険医協会事務局まで

環境ハイキング
のご案内

お申込は保険医協会事務局まで

場所 京都劇場（京都駅ビル内）
演目   海音寺潮五郎 原作
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－」
料金   １等席（10,000円）を
8,200円にて斡旋

取扱公演日時

① 午前の部［11時～］ 
2025年１月６日㊊～12日㊐

② 午後の部［15時30分～］ 
2025年１月11日㊏

前進座

初春特別公演
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